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特 集

次
ペ
ー
ジ
は
、
一
般
質
問

議長提案

議会結論

平成30年度大町市一般会計補正予算（第7・8号）
●海外販路開拓支援プロジェクト………………………………… 211万円

（農業振興・ブランド振興事業）
●八坂城山地籍　市道矢下・野平線　道路災害復旧事業…… 7,800万円
●保育所等空調設備整備事業………………………………… 1億3,410万円
●小中学校施設空調設備整備事業…………………………… 8億9,240万円
　31年度内に保育園・学校にエアコンを設置していく

学校給食費の徴収に関する条例制定
●学校給食費の公会計化
　来年度から、学校給食費は市で一括して賦課徴収
　保育料などと同じく、口座振替により支払が可能となる

指定管理者の指定　決定
下記の施設を今後5年間運営していく指定管理者について全会一致で可決

対象施設 期間 指定管理料 指定管理者
●総合福祉センター 5年 1億1618万円

大町市社会福祉協議会●八坂総合福祉センター 5年 3469万円
●美麻総合福祉センター 5年 3842万円
●ふれあいプラザ 5年 2500万円 大北農業協同組合
●労働会館 5年 ― 大北地区労働者福祉協議会
●大北高等職業訓練校 5年 ― 大北高等職業訓練校

議案第102号
市特別職の給与に関する
条例の一部改正

条例附則16項で、
平成31年１月から
３年３ヶ月の間
市特別職（市長・副
市長・教育長）の給
与を４％減額

市長は、賃金カットとなる病院職員
に対する連帯の意味をもって、減額
を実施するとしている。

病院職員は
12月から賃金カット

病院規則の改定で、平成30年12月
から、３年４ヶ月の間2.3％～3.8％
の賃金カット開始

病院事業管理者は、自らの賃金につ
いて１月より7.3％カットとする旨、
全員協議会で説明した。

　　　　議員報酬カットを

道義的責任を果たす意味で議員報酬
も３％～４％のカットをしたらどう
かと会派代表者会議にて提案

❶賛否が分かれたため会派ごとに
　アンケートを実施

代表者会議での意見
・これから改革に着手するときに、

なぜ賃金カット先にありきなのか
・道義的責任の意味が不明　等

❷会派アンケートの結果、反対多数
議員の報酬カット
を行なわず

病院対策委員会を主体に病院改革を
議会の立場で厳正にチェックしていく

議会による
病院対策委員会の取り組み
●大町病院職員労働組合との懇談会
●個別外部監査報告を受ける
●病院経営検討委員会委員の小山秀夫教

授による講演
●経営健全化計画への提言を取りまとめ

るためグループワーク（議員間での討
議）実施 ふれあいプラザ（常盤）総合福祉センター

　12月定例会では大町病院の経営悪化を受けて、大町市の「経営立て直し策」に対する取り組み方針
が大きな焦点となりました。特に、特別職や病院職員の賃金カット策が打ち出さる中で、議会がど
のような対応を取るかについて、議論を重ね、結論を出した経過について報告します。

　12月定例会では、平成30年度大町市一般会計補正予算（7号・8号）、
市の各施設の指定管理者指定等全議案を可決しました。議案審議の注
目点をお伝えします。

病院職員の賃金カットに
関連した審議経過

一般会計補正予算11億8千万円余
保育所等・小中学校施設空調設備整備事業　など可決

全議案

12月定例会

可決
賛成多数で
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一
般
質
問

一
般
質
問
は
「
代
表
質
問
」
と
「
個
人
質
問
」
が
あ
り
、
大
町
市
議
会
で
は
、

各
会
派
の
代
表
が
行
う
代
表
質
問
を
12
月
定
例
会
で
行
っ
て
い
ま
す
。

次
ペ
ー
ジ
も
、
一
般
質
問

会派代表質問

市
の
財
政
健
全
化
を
示
す
財
政
健
全
化
判

断
比
率
4
指
標
は
順
調
に
推
移
し
て
い
る
。
し
か

し
、
昨
年
度
の
決
算
に
お
い
て
は
連
結
黒
字
額
が

病
院
事
業
会
計
の
資
金
不
足
な
ど
で
大
幅
に
減
っ

た
。
財
政
全
体
と
し
て
は
黒
字
計
上
だ
が
、
引
き

続
き
黒
字
額
減
少
が
見
込
ま
れ
る
。
理
由
は
財
源

の
確
保
の
困
難
さ
で
あ
る
。
今
後
厳
し
い
財
政
運

営
と
な
る
事
が
予
想
さ
れ
る
が
対
策
は
い
か
に
。

財
源
の
一
つ
で
あ
る
普
通
交
付
税
も
平
成

18
年
合
併
時
の
合
併
算
定
替
優
遇
措
置
が
平
成

32
年
ま
で
に
終
了
、
段
階
的
に
縮
小
さ
れ
て
い
く
。

ま
た
、
交
付
税
は
算
定
の
基
礎
と
な
る
項
目
に
国

勢
調
査
人
口
や
児
童
生
徒
数
な
ど
が
用
い
入
ら
れ
、

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
進
む
こ
と
に
よ
り
額

が
減
少
す
る
こ
と
に
な
る
。
生
産
年
齢
人
口
の
減

施
設
の「
指
定
管
理
制
度
の
導
入
」、
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
に
よ
る「
公
共
施
設
の
適
正
管
理
」

な
ど
様
々
な
プ
ラ
ン
を
検
討
実
施
し
て
き
た
。
多

様
化
す
る
市
民
か
ら
の
行
政
ニ
ー
ズ
と
そ
れ
に
相

反
す
る
合
理
的
な
行
政
運
用
が
求
め
ら
れ
る
。
課

の
再
編
や
新
た
な
市
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
充

実
さ
せ
る
課
が
あ
る
の
か
、
職
員
の
適
正
配
置
が

な
さ
れ
て
い
る
の
か
等
、
今
後
行
政
改
革
を
ど
の

よ
う
に
推
し
進
め
る
の
か
を
問
う
。

市
で
は
平
成
19
年
に
「
第
2
次
行
政
改

革
大
綱
」を
策
定
し
、
事
務
事
業
の
再
編
、
整
理
、

定
員
管
理
や
給
与
の
適
正
化
な
ど
、
様
々
な
分
野

で
行
政
改
革
を
進
め
、
簡
素
で
効
率
的
な
行
政
運

営
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
、
行
財
政
シ

ス
テ
ム
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
課
の
あ
り

方
に
つ
い
て
は
庁
内
組
織
の
改
革
を
図
る
た
め
、

事
務
改
善
研
究
委
員
会
に
お
い
て
組
織
の
見
直
し

等
を
検
討
し
て
い
る
。
定
員
適
正
化
に
つ
い
て
も

3
市
村
時
は
３
９
０
名
で
あ
っ
た
が
、
平
成
30
年

4
月
時
点
で
３
３
５
名
と
な
っ
た
。
引
き
続
き
定

員
の
適
正
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
来
年
度
は
行

財
政
改
革
を
一
層
進
め
る
た
め
に
も
、
重
点
課
題

で
あ
る「
ひ
と
」を
育
む
施
策
を
展
開
し
て
い
く
。

  

そ
の
他
の
質
問  

　
大
町
総
合
病
院
の
再
建
に
つ
い
て「
再
建
の
た

め
の
収
支
計
画（
推
計
）で
医
療
収
益
の
増
収
見
込

み
が
現
実
的
か
」、
教
育
行
政
で
は「
不
登
校
と
い

じ
め
を
な
く
す
た
め
オ
ー
ル
大
町
で
取
り
組
む
べ

本
当
に
社
会
保
障
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
。

大
企
業
の
法
人
税
を
引
き
下
げ
て
消
費
税
で
補
填

し
て
い
る
実
態
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

医
療
、
介
護
、
子
育
て
支
援
に
充
て
ら
れ

て
い
る
と
確
信
し
て
い
る
。

消
費
税
増
税
は
大
町
病
院
の
経
営
改
善
に

悪
影
響
を
及
ぼ
す
。
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

消
費
税
は
患
者
に
転
嫁
で
き
ず
、
10
％
に

な
っ
た
場
合
、
負
担
は
年
間
３
０
０
０
万
円
の
増

額
が
見
込
ま
れ
、
非
常
に
影
響
が
大
き
い
。

大
町
総
合
病
院
の
経
営
改
善
策
は

医
業
収
益
改
善
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

１
９
９
床
へ
の
転
換
等
に
よ
り
診
療
単
価

少
に
お
い
て
も
、
特
に
若
年
層
の
人
口
が
少
な
く
、

今
後
大
き
く
増
加
に
転
じ
る
見
込
み
も
薄
い
こ
と

か
ら
、
長
期
的
に
見
て
も
市
税
収
入
の
減
少
は
避

け
ら
れ
な
い
と
分
析
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
自
主

財
源
の
確
保
が
大
事
で
あ
る
。
企
業
の
新
た
な
立

地
や
農
産
物
等
の
販
路
拡
大
に
よ
る
信
濃
大
町
ブ

ラ
ン
ド
の
展
開
、
さ
ら
に
は
民
間
事
業
者
の
事
業

展
開
な
ど
、
新
し
い
取
り
組
み
へ
の
支
援
に
よ
り
、

地
域
活
性
化
を
図
る
こ
と
で
自
主
財
源
を
確
保
し
、

従
来
か
ら
進
め
て
い
る
事
業
の
選
択
と
集
中
を
一

層
強
化
、
効
果
的
な
施
策
を
展
開
し
健
全
財
政
を

堅
持
し
て
い
く
。

財
政
の
歳
入
見
込
み
が
先
細
る
中
、
歳
出

に
お
い
て
創
意
と
工
夫
が
求
め
ら
れ
る
。
市
で
は

こ
れ
ま
で
行
政
改
革
集
中
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
事

務
事
業
の
内
部
評
価
や
外
部
評
価
、
ま
た
議
会
か

ら
の
事
務
事
業
評
価
に
よ
る「
行
政
評
価
」、
公
共

所
得
の
低
い
人
ほ
ど
重
い
負
担
と
な
る
逆

進
性
の
税
制
で
、
不
公
平
な
制
度
で
は
な
い
か
。

安
定
的
な
社
会
保
障
制
度
の
財
源
を
確
保

す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
必
要
。
消
費
し
た
物
に

広
く
課
税
し
て
い
る
の
で
公
平
性
は
あ
る
。

が
上
昇
し
た
。
有
利
な
診
療
報
酬
は
今
後
も
継
続

し
、
前
年
度
と
比
べ
２
億
円
の
増
収
を
見
込
め
る
。

外
部
監
査
の
指
摘
で
は
改
善
計
画
の
検
討

が
疎
か
に
さ
れ
て
い
た
と
あ
る
が
、
ど
う
か
。

収
益
を
上
げ
る
た
め
に
、
病
院
運
営
に
必

要
な
投
資
と
人
員
配
置
を
し
た
。
結
果
と
し
て
医

師
不
足
に
よ
り
、
収
益
確
保
が
で
き
な
か
っ
た
。

地
方
独
立
行
政
法
人
移
行
は
検
討
す
る
か
。

適
当
な
経
営
形
態
と
認
識
す
る
が
、
負
債

処
理
、
職
員
の
非
公
務
員
化
等
の
課
題
が
あ
る
。

黒
字
化
を
図
り
今
後
の
経
営
形
態
を
検
討
す
る
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
継
続
と
拡
大
を

こ
の
事
業
の
行
政
評
価
は「
市
民
の
住
環

境
と
地
域
経
済
の
活
性
化
に
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
き
た
」と
し
て
い
る
。
今
後
、
事
業
の
継
続

を
す
る
の
か
。
予
算
規
模
は
拡
大
す
る
の
か
。

事
業
の
財
源
は
全
て
一
般
会
計
で
あ
り
、

新
年
度
は
熱
中
症
対
策
や
大
町
病
院
へ
の
支
援
策

が
あ
る
た
め
、
財
政
事
情
か
ら
慎
重
に
判
断
す
る
。

地
下
水
採
取
規
制
条
例
の
制
定
は

県
内
15
市
が
条
例
を
制
定
し
て
い
る
。
地

下
水
は
、
市
民
共
有
の
財
産
で
あ
り
、
保
全
・
涵

養
・
適
正
利
用
の
た
め
、
条
例
制
定
が
必
要
だ
。

豊
富
な
地
下
水
は
他
の
地
域
に
な
い
産
業

振
興
の
切
り
札
で
、
現
時
点
で
規
制
は
考
え
て
い

な
い
が
、
届
出
制
度
の
あ
り
方
を
検
討
し
た
い
。

待
っ
た
な
し

　
行
財
政
改
革

政
友
ク
ラ
ブ　

二に
じ
ょ
う條　

孝た
か

夫お

が
問
う

消
費
税
10
％
は
市

民
に
重
い
負
担
だ

日
本
共
産
党　

平ひ
ら
ば
や
し林　
英え
い
市い
ち
が
問
う

き
」、
信
濃
大
町
水
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
で
は「
具
体
的

に
大
町
水
の
日
を
制
定
せ
よ
」、
農
業
関
連
で
は

「
新
た
な
農
業
従
事
者
を
育
成
す
る
た
め
に
も
型

に
縛
ら
れ
な
い
市
独
自
の
農
林
漁
業
振
興
対
策
基

金
を
創
立
せ
よ
」、
ま
た「
北
ア
ル
プ
ス
国
際
芸
術

祭
と
信
濃
大
町
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
イ
ン
レ
ジ
デ
ン
ス

の
相
乗
効
果
を
上
げ
よ
」等
質
問
を
し
た
。

大町市を支える「ひと」を育む施策の展開
が、最大の行財政改革につながる

経営改善を圧迫する消費税10％増税に苦しむ大町病院

急
激
に
進
む
少
子
高
齢
化
の
中

財
政
の
舵
取
り
は
い
か
に

貧
富
の
格
差
拡
大
と
、
経
済
を

破
壊
す
る
消
費
税
増
税
に
反
対
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一
般
質
問

一
般
質
問
は
市
の
行
政
全
般
に
関
し
て
議
員
が
そ
の
考
え
や
意
見
を
聞
く
も
の
で
す
。

こ
こ
で
は
議
場
で
の
や
り
と
り
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。次

ペ
ー
ジ
も
、
一
般
質
問

個人質問

牛
越
市
長
は
経
営
健
全
化
計
画
で
年
１
億

４
千
万
円
の
病
院
職
員
の
賃
金
カ
ッ
ト
を
示
し
た
。

賃
金
カ
ッ
ト
よ
り
先
に
実
施
す
べ
き
事
が
数
多
く

あ
る
う
え
、
外
部
監
査
報
告
も
出
て
い
な
い
こ
の

時
期
に
、
最
も
禁
じ
手
で
あ
る
賃
金
カ
ッ
ト
は
す

べ
き
で
は
な
い
、
撤
回
を
す
べ
き
だ
。

短
期
間
に
資
金
不
足
を
解
消
す
る
に
は
賃

金
カ
ッ
ト
し
か
な
い
。
労
使
交
渉
の
結
果
を
尊
重
。

医
業
収
益
に
直
接
結
び
つ
か
な
い
耐
震
化

工
事
や
、
市
か
ら
病
院
事
務
へ
派
遣
さ
れ
余
剰
人

員
と
な
っ
て
い
る
職
員
人
件
費
を
市
の
会
計
で
負

担
す
る
な
ど
を
実
行
す
れ
ば
賃
金
カ
ッ
ト
１
億
４

千
万
円
の
相
当
部
分
を
ま
か
な
え
る
見
込
み
で
あ

り
、
賃
金
カ
ッ
ト
は
あ
ま
り
に
も
拙
速
だ
。
外
部

監
査
を
取
り
入
れ
た
改
善
計
画
を
市
民
に
公
表
し
、

水
の
ブ
ラ
ン
ド
力
に
名
水
百
選
な
ど
の
知

名
度
が
な
い
。
居
谷
里
一
番
水
は
名
水
に
し
た
ら

ど
う
か
。平

成
の
名
水
百
選
に
推
薦
を
提
出
し
た
が
、

「
地
域
住
民
等
に
よ
る
主
体
的
か
つ
持
続
的
な
水

環
境
の
保
全
が
行
わ
れ
て
い
る
」、
こ
の
要
件
が

他
の
候
補
地
に
及
ば
な
か
っ
た
。
新
た
な
名
水
百

選
が
選
定
さ
れ
る
際
に
は
考
え
て
い
き
た
い
。

地
下
水
の
減
少
に
よ
り
問
題
が
起
き
る
と

水
に
関
す
る
意
識
は
高
く
な
る
。
先
進
事
例
と
し

て
、
安
曇
野
市
や
熊
本
市
は
地
下
水
源
の
計
測
な

ど
を
行
っ
て
い
る
。
水
量
の
計
測
デ
ー
タ
の
蓄
積

は
、
今
後
次
世
代
へ
の
問
題
解
決
の
手
が
か
り
と

な
る
。
地
下
水
や
湧
水
の
計
測
は
行
わ
れ
て
い
る

か
伺
う
。

❷
82
回
国
体
の
長
野
県
開
催
内
定
に
伴
い

当
市
で
の
開
催
希
望
競
技
決
定
ま
で
の
経
過
は
。

施
設
基
準
、
競
技
団
体
の
状
況
、
大
会
開

催
実
績
等
を
踏
ま
え
検
討
を
行
い
、
ス
ポ
ー
ツ
推

進
審
議
会
へ
諮
問
し
答
申
を
受
け
た
。

第
１
希
望
で
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
の
会
場
は
ど
の
辺
を
考
え
て
い
る
の
か
。

リ
ー
ド
・
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
の
２
種
目
が
予

定
さ
れ
て
い
る
が
新
た
な
施
設
整
備
が
必
要
。
場

所
は
、
ア
ク
セ
ス
な
ど
を
考
慮
し
検
討
し
て
い
く
。

運
動
公
園
は
常
盤
泉
地
区
の
臭
気
問
題
が

あ
り
、
競
技
等
に
集
中
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。

事
業
者
か
ら
、
２
点
の
対
策
が
出
さ
れ
て

い
る
。
①
脱
臭
設
備
の
排
出
口
高
を
15
ｍ
か
ら
27

ｍ
に
延
長
。
こ
の
対
策
は
近
隣
で
は
効
果
が
あ
る

今
な
ぜ
病
院
職
員

賃
金
カ
ッ
ト
か

虹
と
緑
の
会　

大お
お
和わ　
幸よ
し
久ひ
さ
が
問
う

市
民
の
声
を
汲
み
上
げ
た
病
院
改
革
を
実
行
す
る

こ
と
が
今
求
め
ら
れ
て
い
る
。

一
刻
も
早
く
改
革
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

り
、
外
部
監
査
の
結
果
待
ち
は
し
な
い
。

幼
児
教
育
・
保
育
無
料
化
と

「
認
定
こ
ど
も
園
制
度
」に
つ
い
て

保
育
の
実
施
義
務
が
あ
る
保
育
所
と
、
保

育
を
行
う
事
業
者
の
確
保
で
よ
く
、
保
育
の
質
の

低
下
が
懸
念
さ
れ
る「
認
定
こ
ど
も
園
制
度
」の
併

用
と
な
る
。
保
育
無
料
化
で
浮
い
た
財
源
を
職
員

待
遇
や
設
備
改
善
に
充
て
る
こ
と
。
ま
た
、
保
護

者
や
地
域
住
民
が
強
く
望
ん
で
い
る
か
え
で
保
育

園
の
早
期
再
建
に
着
手
す
べ
き
だ
。

か
え
で
保
育
園
の
再
建
は
総
合
的
に
考
え

て
、
し
っ
か
り
し
た
結
論
を
出
し
た
い
。

地
下
水
調
査
は
ア
ル
プ
ス
地
域
地
下
保
全

対
策
協
議
会
が
あ
る
。
平
成
27
年
に
地
下
水
の
一

斉
測
水
を
大
町
市
か
ら
塩
尻
市
ま
で
８
月
と
２
月

に
行
っ
た
。
平
成
６
年
の
測
定
結
果
と
比
較
し
て
、

大
き
な
変
化
は
な
か
っ
た
。
市
で
は
、
平
成
28
年

４
月
か
ら
地
下
水
の
常
時
監
視
を
実
施
し
、
デ
ー

タ
の
蓄
積
を
行
っ
て
い
る
。
水
道
水
源
に
か
か
る

湧
水
の
取
水
量
、
流
量
は
市
上
下
水
道
課
で
計
測

し
て
い
る
。

❶
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
テ
ー
マ
を
示
す
と
理
解
が

高
く
な
る
と
い
う
デ
ー
タ
が
電
通
で
示
さ
れ
て
い

る
。
そ
こ
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
活
用
は
出
来
な
い
か
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
通
じ
て
共
通
認
識
が
高
ま
れ

ば
環
境
保
全
の
み
で
な
く
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
相

乗
効
果
が
生
ま
れ
、
好
循
環
の
確
立
へ
結
び
つ
く

と
考
え
る
。
今
後
周
知
し
て
い
く
。

が
距
離
が
離
れ
る
と
効
果
が
薄
い
。
②
焼
却
脱
臭

方
式
導
入
の
検
討
を
始
め
る
。
こ
の
方
式
は
コ
ス

ト
が
か
か
る
が
、
か
な
り
の
効
果
が
期
待
で
き
る
。

県
で
行
っ
て
い
る
よ
う
な
、
子
ど
も
た
ち

の
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
実
施
で
き
な
い
か
。

体
育
協
会
や
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
等
と
連
携

し
、
総
合
型
の
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
育
成
強

化
に
向
け
検
討
し
て
い
く
。

国
体
等
で
多
く
の
人
が
来
る
が
、
宿
泊
な

ど
の
対
応
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

国
体
関
連
の
宿
泊
客
の
受
け
入
れ
は
十
分

可
能
で
あ
る
。
市
内
宿
泊
施
設
と
の
事
前
協
議
を

十
分
行
い
積
極
的
な
受
け
入
れ
を
目
指
す
。

国
体
誘
致
に
松
糸
道
路
は
不
可
欠
で
は
。

国
体
が
、
松
糸
道
路
の
大
き
な
前
進
の
契

機
と
捉
え
、
県
に
対
し
働
き
か
け
を
強
化
す
る
。

地
域
資
源
を

活
か
す
に
は

虹
と
緑
の
会　

栗く
り
ば
や
し林　
学ま
な
ぶ

が
問
う

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し

た
地
域
活
性
化
を

政
友
ク
ラ
ブ　

降ふ
り

旗は
た　

達た
つ

也や

が
問
う

大町市の未来を担う子育て支援

長野県の代表的な湧水として登録されて
いる居谷里一番水

開催希望１位ならば、「スポーツクライミン
グ」といえば「大町市」と言われるように！

最
高
責
任
者
の
牛
越
市
長
が
率
先
、

破
綻
の
責
任
を
取
る
べ
き

資
源
の
状
況
を
見
え
る
化

す
る
こ
と
が
重
要
で
は

82
回
国
体
を
契
機
に
ス
ポ
ー
ツ
振

興
と
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
よ

　　　　　　❶SDGs（エスディジーズ）
Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）の略称。
2015年国連サミットで長期的な開発の指針として採択された、国際社会の共通目標。
国連加盟国が2030年までの15年間で達成することを目標としている。

　　　　　　❷第82回国体
2027年に長野県で開催することが内定している。

用語解説？ 用語解説？
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次
ペ
ー
ジ
も
、
一
般
質
問

一
般
質
問

一
問
一
答
形
式
で
質
問
す
る
議
員
１
人
の
持
ち
時
間
は
20
分
以
内
と
決
め
ら
れ
て
お
り
、

行
政
側
の
答
弁
を
含
め
る
と
、
お
よ
そ
50
分
程
度
と
な
り
ま
す
。

災
害
時
住
民
支
え
合
い
マ
ッ
プ
の
作
成
実

態
は
。
作
成
後
の
更
新
も
重
要
で
あ
る
。
課
題
は
。

本
年
９
月
現
在
、
市
内
23
地
区
作
成
済
み

（
全
自
治
会
97
地
区
の
内
）更
新
作
業
の
必
要
性
を

周
知
し
て
い
る
が
個
人
情
報
の
取
り
ま
と
め
方
法

や
管
理
の
不
安
等
で
進
ま
な
い
状
況
が
あ
る
。

以
前
、「
避
難
準
備
情
報
」に
よ
り
避
難
準

備
を
し
て
い
て
被
災
し
た
施
設
が
他
県
に
あ
っ
た
。

避
難
情
報
等
の
緊
急
情
報
を
正
確
に
分
か
り
易
く

は
っ
き
り
伝
え
て
は
ど
う
か
。

今
ま
で
の「
避
難
準
備
情
報
」か
ら「
避
難

準
備
・
高
齢
者
等
避
難
開
始
」に
、「
避
難
指
示
」

は「
避
難
指
示（
緊
急
）」と
な
っ
た
。

避
難
支
援
者
に
解
り
易
い
、
要
支
援
者
の

個
別
災
害
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
は
ど
う
か
。

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
に
支
援
に
必
要

な
事
項
を
記
載
し
、
避
難
時
や
避
難
所
で
早
期
に

個
別
の
対
応
が
可
能
と
な
る
よ
う
検
討
す
る
。

停
電
時
、
人
工
呼
吸
器
な
ど
電
源
が
必
要

な
機
器
を
利
用
し
て
い
る
方
へ
の
対
応
は
。

医
療
・
保
健
の
各
分
野
と
連
携
し
、
対
象

者
の
把
握
方
法
も
含
め
、
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

福
祉
避
難
所
の
利
用
手
続
き
等
や
、
様
々

な
障
が
い
に
応
じ
た
対
応
策
は
。

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
計
画
や

更
新
時
に
、
避
難
の
手
順
や
手
続
き
を
周
知
す
る
。

備
蓄
品
に
つ
い
て
、
介
護
食
等
は
ど
の
位

か
。
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

約
２
万
食
備
蓄
の
内
、
介
護
食
ア
ル
フ
ァ

化
米
の
お
か
ゆ
１
千
食
。
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
は
、

７
５
０
食
で
あ
る
。

女
子
ト
イ
レ
が
男
子
に
比
べ
て
非
常
に
少

な
い
。
例
を
挙
げ
る
と
、
サ
ン
・
ア
ル
プ
ス
は
男

が
12
個
に
対
し
て
女
性
は
6
個
、
文
化
会
館
は
男

性
用
が
28
個
に
対
し
て
女
性
用
が
20
。
こ
れ
で
は
、

男
女
が
平
等
な
ど
と
言
う
こ
と
は
出
来
な
い
。

　
市
役
所
本
庁
舎
内
の
ト
イ
レ
は
男
子
15
で
女
子

が
6
、
女
性
の
ト
イ
レ
は
男
子
の
4
割
し
か
な
い
。

文
化
会
館
や
サ
ン
・
ア
ル
プ
ス
の
よ
う
な
、
一
度

に
１
０
０
０
人
と
か
２
０
０
人
近
い
男
女
が
利
用

す
る
ト
イ
レ
が
女
性
に
配
慮
さ
れ
て
い
な
い
と
い

う
こ
と
は
大
変
な
問
題
だ
。

　
今
回
の
ト
イ
レ
調
査
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
は
、

い
く
ら
国
が
法
整
備
を
し
よ
う
が
女
性
へ
の
配
慮

が
足
り
て
い
な
い
現
実
を
目
の
当
た
り
に
す
る
と
、

ま
だ
ま
だ
男
性
社
会
の
名
残
か
ら
抜
け
出
せ
て
い

な
い
こ
と
を
強
く
感
じ
た
と
こ
ろ
だ
。

　
利
便
性
の
面
で
は
、
全
く
男
女
平
等
で
は
な
い

と
い
う
こ
と
を
、
し
っ
か
り
と
肝
に
銘
ず
る
べ
き

だ
。
公
共
の
建
物
は
避
難
所
に
な
る
こ
と
も
あ
り
、

最
低
で
も
男
女
同
じ
数
の
ト
イ
レ
は
整
備
す
べ
き

と
考
え
る
。
牛
越
市
長
は
、
今
後
4
年
間
の
任
期

の
中
で
、
ト
イ
レ
は
改
修
す
る
と
し
っ
か
り
と
お

答
え
い
た
だ
き
た
い
。

公
共
施
設
の
利
用
は
男
性
が
多
い
と
い
う

固
定
的
な
観
念
で
男
女
の
比
率
を
考
え
て
き
た
と

す
れ
ば
、
そ
れ
は
大
変
に
問
題
が
あ
る
と
考
え
る
。

公
共
施
設
の
全
体
の
在
り
方
を
見
直
し
、
総
量
を

見
直
す
中
で
徐
々
に
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
強
く
感
じ
る
と
こ
ろ
だ
。

　
こ
の
ト
イ
レ
の
数
に
つ
い
て
の
問
題
は
、
力
を

込
め
て
対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

こ
れ
ま
で
資
金
不
足
が
慢
性
化
し
て
い
た

の
に
、
具
体
的
な
再
建
策
は
示
さ
れ
な
か
っ
た
。

ま
た
賃
金
カ
ッ
ト
の
前
に
ま
ず
病
院
職
員
に
再
建

策
を
示
す
べ
き
だ
っ
た
。
ど
う
か
。

総
合
的
に
改
善
を
図
る
べ
く
、
新
改
革
プ

ラ
ン
を
２
年
前
に
策
定
し
た
。
し
か
し
昨
年
の
成

果
は
わ
ず
か
で
、
目
標
に
届
か
な
か
っ
た
。
今
回

個
別
外
部
監
査
の
結
果
を
待
っ
て
、
新
改
革
プ
ラ

ン
に
定
め
た
改
善
策
を
よ
り
具
体
化
し
て
い
く
。

さ
ら
に
収
支
改
善
の
目
標
も
定
め
る
。
今
後
は
人

件
費
の
抑
制
の
他
、
各
種
経
費
の
削
減
や
収
益
に

見
合
う
設
備
投
資
な
ど
を
計
画
的
に
進
め
る
。

病
院
の
経
営
形
態
に
つ
い
て
、
公
営
企
業

法
の
全
部
適
用
と
言
い
な
が
ら
、
実
態
は
経
営
形

態
が
う
や
む
や
。
責
任
者
が
見
え
な
い
。
合
理
的

に
、
機
動
力
・
実
効
性
の
あ
る
経
営
形
態
に
整
理

す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

今
後
は
法
人
化
を
図
り
病
院
経
営
を
す
る

こ
と
が
最
善
の
選
択
肢
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し

独
立
行
政
法
人
に
す
る
に
は
、
ま
ず
経
営
の
黒
字

化
が
不
可
欠
で
あ
る
。
今
の
ま
ま
で
は
非
常
に
厳

し
い
。
現
実
的
に
何
が
で
き
る
か
、
手
立
て
を
模

索
し
て
ゆ
く
。

病
院
問
題
専
門
の
外
部
有
識
者
に
よ
る
シ

ン
ク
タ
ン
ク
が
必
要
と
思
う
が
、
経
営
検
討
委
員

会
で
唯
一
経
営
に
関
し
て
は
っ
き
り
意
見
を
言
っ

て
い
る
兵
庫
県
立
大
の
小
山
先
生
と
の
関
係
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

経
営
改
善
の
た
め
昨
年
度
か
ら
小
山
先
生

が
所
属
す
る
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
と
、
経
営
改

善
に
つ
い
て
委
託
契
約
を
締
結
し
た
。

障
が
い
者
へ
の

災
害
対
応
は

政
友
ク
ラ
ブ　

岡お
か　

秀ひ
で
子こ

が
問
う

女
子
ト
イ
レ
の

在
り
方
を
考
え
る

堀ほ
り　

堅け
ん

一い
ち

が
問
う

病
院
の
改
革

再
生
を
急
げ

髙た
か

橋は
し　

正た
だ
し

が
問
う

介護食の備蓄品：アルファ化米のおかゆ。ア
レルギー対応食：アルファ化米のわかめご飯。

男子禁制の女子トイレ調査から可哀そうな現
実をみた。男女平等へ至急改修をすべきだ。

箱モノや組織について、規模や内容など
在り方が厳しく問われている大町病院

障
が
い
の
特
性
に
応
じ
た

避
難
体
制
の
確
立
を

男
女
共
同
参
画
法
、
男
女
雇
用

機
会
均
等
法
以
前
の
問
題
だ

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
失
敗
で

職
員
の
賃
金
カ
ッ
ト
は
気
の
毒
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一
般
質
問

質
問
し
よ
う
と
す
る
議
員
は
、「
何
に
つ
い
て
、
ど
ん
な
問
題
意
識
で
」質
問
す
る
の
か
を
予
め

通
告
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、行
政
側
か
ら
噛
み
あ
っ
た
答
弁（
公
式
の
見
解
）を
得
る
た
め
で
す
。

次
ペ
ー
ジ
は
、
一
般
質
問
と
委
員
会
報
告

高
す
ぎ
る
国
保
税
の
問
題
は
国
政
と
地
方

政
治
の
重
要
課
題
だ
。
保
険
税
を
引
き
下
げ
る
た

め
に
全
国
知
事
会
や
市
長
会
、
町
村
会
が
国
庫
負

担
の
増
額
を
要
望
し
て
い
る
。
国
保
の
都
道
府
県

化
が
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
厚
生
労
働
省
は
一
般
会

計
か
ら
の
繰
り
入
れ
に
つ
い
て「
生
活
困
窮
者
へ

の
自
治
体
独
自
の
軽
減
は
問
題
な
い
」と
し
て
い

る
。
市
の
国
保
税
の
見
通
し
は
ど
う
か
。
国
保
税

の
引
き
下
げ
と
子
ど
も
の
人
数
に
応
じ
て
か
か
る

均
等
割
の
負
担
軽
減
は
で
き
な
い
か
伺
う
。

本
年
度
は
激
変
緩
和
措
置
が
講
じ
ら
れ
、

当
市
で
は
改
定
す
る
こ
と
な
く
財
源
を
確
保
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
新
制
度
の
た
め
現
時
点
で
は
的

確
な
将
来
予
測
は
難
し
い
。
子
ど
も
の
均
等
割
軽

減
の
導
入
は
、
負
担
を
他
の
被
保
険
者
で
負
う
こ

と
に
な
り
、
本
来
制
度
の
根
幹
に
関
わ
る
課
題
は
、

国
に
お
い
て
真
剣
に
議
論
さ
れ
る
べ
き
で
、
全
国

市
長
会
で
は
国
に
子
ど
も
の
均
等
割
軽
減
制
度
の

創
設
を
提
言
し
、
国
の
動
向
を
注
視
し
て
い
る
。

八
坂
の
太
陽
光
発
電
計
画
の
そ
の
後
は

八
坂
の
太
陽
光
発
電
計
画
は
そ
の
後
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。
市
の
考
え
を
再
確
認
し
た
い
。

約
５
㌶
の
事
業
者
に
は
、
県
が
現
地
調
査

を
行
い
、
排
水
と
水
源
対
策
の
計
画
補
正
を
求
め

て
い
る
。
開
発
計
画
約
19
㌶
の
事
業
者
に
は
法
令

に
基
づ
く
手
続
き
、
地
域
住
民
及
び
関
係
機
関
と

十
分
調
整
を
図
る
こ
と
を
回
答
し
た
。
林
地
開
発

許
可
申
請
に
伴
う
環
境
保
全
に
関
す
る
協
定
は
、

地
元
自
治
会
を
含
め
３
者
で
締
結
す
る
も
の
で
、

地
元
の
同
意
が
得
ら
れ
な
い
締
結
は
困
難
と
認
識

し
て
い
る
。

大
町
病
院
の
経
営
は
、
市
民
優
先
か
職
員

優
先
か
。優

先
順
位
を
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

新
改
革
プ
ラ
ン
を
前
倒
し
し
改
革
す
る
と

し
て
い
る
が
何
を
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

職
員
給
与
の
削
減
と
、
現
在
行
わ
れ
て
い

る
個
別
外
部
監
査
の
指
摘
と
併
せ
て
経
営
健
全
化

計
画
の
策
定
だ
。

新
改
革
プ
ラ
ン
で
は
独
立
行
政
法
人
が
適

当
と
位
置
づ
け
て
い
る
が
、
大
町
病
院
の
経
営
形

態
は
今
後
ど
う
す
る
の
か
。

現
体
制
の
下
で
経
営
の
黒
字
化
を
図
る
こ

と
が
先
決
だ
。

10
年
も
前
か
ら
地
方
公
営
企
業
法
の
全
部

適
用
で
運
営
を
し
て
き
て
い
る
が
、
未
だ
に
経
営

状
況
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
ま
で
何
を
や
っ

て
き
た
の
か
。

結
果
が
出
て
い
な
い
が
、
引
き
続
き
今
の

体
制
で
経
営
し
黒
字
化
に
す
る
の
が
先
決
だ
。

以
前
の
方
式
で
あ
る
一
部
適
用
に
戻
す
こ

と
は
考
え
な
い
の
か
。

全
部
適
用
だ
か
ら
赤
字
で
は
な
い
。
現
在

の
赤
字
を
解
消
し
な
け
れ
ば
新
し
い
体
制
に
な
っ

て
も
何
の
効
果
に
も
つ
な
が
ら
な
い
。
ま
ず
は
黒

字
化
、
累
積
債
務
を
解
消
す
る
こ
と
だ
。

経
営
改
善
を
す
る
た
め
の
基
本
は
医
業

収
益
を
上
げ
る
施
策
が
必
要
だ
。
そ
の
た
め
の
経

営
戦
略
は
経
営
の
専
門
家
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
。

経
営
の
プ
ロ
を
入
れ
る
考
え
は
あ
る
か
。

病
院
は
優
秀
な
医
者
を
呼
ん
で
く
る
に
尽

き
る
。

子
育
て
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
お
ぞ
ら
の

設
置
目
的
と
取
り
組
み
内
容
と
は
何
か
。

子
育
て
の
不
安
や
悩
み
に
対
し
て
保
健

師
・
保
育
士
等
が
相
談
支
援
を
行
い
関
係
機
関
と

の
連
携
体
制
の
充
実
を
図
る
。
妊
産
婦
に
対
し
早

期
の
支
援
を
行
う
こ
と
で
虐
待
を
予
防
で
き
る
。

母
子
保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
子
育
て
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
関
係
機
関
と
密
に
連
携
す

る
。

核
家
族
化
し
孤
立
し
が
ち
な
妊
産
婦
の
た

め
に
宿
泊
型
の
産
後
ケ
ア
を
実
施
で
き
な
い
か
。

大
町
病
院
も
必
要
性
を
十
分
認
識
す
る
が
、

病
室
の
整
備
改
修
の
経
費
、
そ
し
て
何
よ
り
も
助

産
師
不
足
の
た
め
24
時
間
配
置
が
難
し
い
な
ど
の

課
題
が
あ
る
。
今
後
は
助
産
師
以
外
の
看
護
師
、

看
護
助
手
等
の
活
用
も
検
討
し
た
い
。

高
齢
者
に
優
し
い
大
町
病
院
へ

高
齢
者
に
優
し
い
病
院
を
目
指
す
べ
き
で

あ
る
。
患
者
の
待
ち
時
間
解
消
の
た
め
に「
呼
び

出
し
ベ
ル
」を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
高

齢
者
が
お
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
で
、
ゆ
っ
く
り

と
く
つ
ろ
げ
る
空
間
を
設
置
で
き
な
い
か
。

呼
び
出
し
ベ
ル
は
安
価
で
あ
る
一
方
、
呼

び
出
し
間
違
い
し
や
す
い
。
近
隣
病
院
で
は
電
光

掲
示
パ
ネ
ル
の
導
入
事
例
も
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の

メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
比
較
し
、
ま
た
診
療

科
を
特
定
し
て
導
入
す
る
こ
と
も
検
討
す
る
。
高

齢
者
の
く
つ
ろ
ぎ
場
所
は
必
要
性
を
認
識
し
て
い

る
。
３
階
の
ラ
ウ
ン
ジ
に
は
畳
の
ス
ペ
ー
ス
が
あ

り
、
外
来
の
方
に
解
放
す
る
こ
と
も
検
討
す
る
。

国
保
税
の
引
き
下

げ
は
で
き
な
い
か

日
本
共
産
党　

松ま
つ

島し
ま　

吉き
ち

子こ

が
問
う

破
綻
状
態
で
も

現
体
制
の
延
長
か

市
民
ク
ラ
ブ　

大お
お

厩ま
や　

富と
み

義よ
し

が
問
う

産
前
産
後
の
マ
マ

を
孤
立
か
ら
守
れ

公
明
党　

太お
お
田た　
昭し
ょ
う
じ司
が
問
う

地域医療を支えている国民健康保険八坂
診療所。

大町病院の助産師外来。不安を抱える産前・
産後のお母さんを孤立から守ってきた。

損益悪化要因の一つとなっている南棟
「さくら」

子
ど
も
の
人
数
に
応
じ
て

か
か
る
均
等
割
り
の
軽
減
を

赤
字
体
制
は
10
年
前
と
同
じ
だ

抜
本
的
な
改
革
が
必
要

妊
娠
・
出
産
・
育
児
期
に
渡
り
、

切
れ
目
の
な
い
支
援
を
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一
般
質
問

次
ペ
ー
ジ
は
、
討
論
と
審
議
結
果

海
外
に
向
け
た
信
濃
大
町
ブ
ラ
ン
ド
の
展

開
に
対
す
る
取
り
組
み
状
況
は
。

本
年
度
か
ら
海
外
に
向
け
た
ブ
ラ
ン
ド
戦

略
の
一
環
と
し
て
、
当
市
の
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー

タ
ー
を
す
で
に
海
外
で
販
売
し
て
い
る
業
者
と
連

携
し
、
農
産
物
や
加
工
品
の
輸
出
に
つ
い
て
様
々

な
検
討
を
し
て
き
た
。
そ
の
過
程
で
は
関
税
や
輸

送
方
法
、
ま
た
そ
の
先
で
の
規
定
や
販
売
方
法
な

ど
、
い
く
つ
も
の
課
題
は
あ
っ
た
が
、
水
販
売
業

者
の
現
地
代
理
店
と
の
間
で
米
や
加
工
品
、
日
本

酒
な
ど
の
販
売
に
つ
い
て
基
本
的
合
意
が
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
現
地
法
人
と

の
打
ち
合
わ
せ
と
市
場
調
査
に
必
要
な
経
費
を
計

上
し
た
。
今
回
は
市
内
の
意
欲
あ
る
事
業
者
も
同

行
を
予
定
し
市
場
調
査
や
具
体
的
な
商
談
が
進
め

ら
れ
る
よ
う
予
定
し
て
い
る
。

国
の
政
策
と
目
標
は
。

政
府
は「
農
林
水
産
物
の
輸
出
力
強
化
戦

略
」と
し
て
取
り
ま
と
め
て
い
る
。
少
子
高
齢
化

で
国
内
市
場
が
縮
小
す
る
一
方
新
興
国
で
は
経
済

成
長
、
人
口
増
が
進
ん
で
お
り
、
我
が
国
の
安
全

で
お
い
し
い
農
林
水
産
物
は
世
界
に
お
い
て
高
い

評
価
を
得
て
い
る
こ
と
か
ら「
農
林
水
産
業
者
自

身
が
海
外
に
お
い
て
販
売
拠
点
を
設
け
る
こ
と
の

支
援
」な
ど
７
つ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
定
め

て
早
期
に
目
標
を
達
成
し
た
い
と
し
て
い
る
。

市
の
展
望
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

民
間
事
業
者
自
ら
が
主
体
的
に
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
事
実
上
困
難
で
は
あ
る
が
、
意
欲
的
に

取
り
組
む
業
者
を
積
極
的
に
支
援
し
て
い
く
。

  

そ
の
他
の
質
問  

　
除
雪
体
制
、
大
町
病
院
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

販
路
拡
大
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
つ
い
て

政
友
ク
ラ
ブ　

佐さ
　と
う藤　

浩ひ
ろ

樹き

が
問
う

総
務
産
業
委
員
会

【
議
案
第
102
号　
特
別
職
の
給
与
条
例
の
一
部
改
正
】

　
●
常
勤
理
事
者
３
人
の
給
料
を
引
き
下
げ

　
市
長
は
病
院
開
設
者
で
あ
り
最
高
責
任
者
で
あ
る
。

病
院
職
員
労
働
組
合
の
減
額
率
を
参
考
に
４
％
の
減

額
と
し
て
い
る
が
、
率
先
し
て
経
営
悪
化
の
責
任
を

取
る
べ
き
で
あ
る
、
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

【
議
案
第
93
号　
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
】

　
●
大
町
産
農
産
物
等
の
海
外
販
路
拡
大
へ

　
　
「
海
外
販
路
開
拓
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
具
体
的
な
内
容
は
。

国
内
で
の
消
費
低
下
が
著
し
い
米
や
日
本
酒

な
ど
の
大
町
産
商
品
が
海
外
で
ど
う
評
価
さ
れ
る
の

か
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
等
で
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
市
場

調
査
や
意
見
交
換
会
の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

事
業
実
施
期
間
お
よ
び
成
果
目
標
は
。

期
間
は
概
ね
５
年
間
を
予
定
し
て
い
る
。
米

に
つ
い
て
は
、
農
業
生
産
法
人
に
参
画
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
中
で
効
果
、
検
証
を
行
う

で
、
上
部
法
面
に
つ
い
て
は
、
現
在
県
林
務
部
と
協

議
を
進
め
て
い
る
。
来
年
度
以
降
県
に
お
い
て
施
工

予
定
で
あ
る
。

社
会
文
教
委
員
会

【
議
案
第
92
号　
学
校
給
食
費
の
徴
収
条
例
制
定
】

　
●
学
校
給
食
費
の
徴
収
に
つ
い
て

児
童
生
徒
が
欠
席
し
た
場
合
の
返
金
基
準
は
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
長
期
の
欠
席
に
限
り
、

学
級
単
位
で
は
４
日
目
か
ら
、
個
人
単
位
で
は
７
日

目
か
ら
欠
席
し
た
分
の
金
額
を
返
金
す
る
。

【
議
案
第
93
号　
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
】

　
●
後
期
高
齢
者
健
診
事
業
に
つ
い
て

後
期
高
齢
者
の
人
間
ド
ッ
ク
受
診
者
が
増
え

た
要
因
は
何
か
。

国
保
で
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
て
い
た
方
が

徐
々
に
後
期
高
齢
者
医
療
へ
移
行
し
て
き
て
い
る
た

め
年
々
増
加
し
て
い
る
と
分
析
す
る
。

こ
と
と
し
た
い
。

観
光
課
職
員
が
同
行
し
観
光
Ｐ
Ｒ
も
す
る
の

か
。

農
産
物
等
の
海
外
販
路
開
拓
を
目
指
す
も
の

で
、
農
林
水
産
課
と
商
工
労
政
課
で
対
応
す
る
。
併

せ
て
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
配
布
は
行
い
た
い
。

　
●
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
旅
行
者
の
獲
得
へ

来
年
３
月
に
、
台
湾
で
旅
行
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

を
対
象
と
し
た
ラ
ン
チ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
す
る

と
の
こ
と
だ
が
、
海
外
観
光
客
は
宿
泊
も
低
価
格
で
、

地
域
内
消
費
も
少
な
い
よ
う
で
あ
る
。
経
済
波
及
効

果
が
十
分
得
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

消
費
単
価
は
低
価
格
だ
が
、
国
内
観
光
客
の

み
で
は
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。
台
湾
か
ら
立
山
黒
部

ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
へ
の
来
訪
者
は
年
間
13
万
人
に
及

び
、
北
ア
ル
プ
ス
国
際
芸
術
祭
で
も
、
台
湾
の
若
い

女
性
に
多
く
来
訪
い
た
だ
い
て
い
る
。
来
年
度
は
信

州
花
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
９
も
あ
り
、
ア
ル
ペ
ン
ル
ー

ト
か
ら
市
街
地
の
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
等
に
誘
導
で
き

る
よ
う「
ぐ
る
り
ん
号
」の
運
行
等
配
慮
し
集
客
に
努

め
た
い
。

【
議
案
第
104
号　
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
】

　
●
生
活
道
路
の
早
期
復
旧
を
！

八
坂
城
山
地
籍
に
お
け
る
市
道
矢
下
野
平
線

の
道
路
災
害
復
旧
事
業
は
、
道
路
上
部
法の

り
面め
ん

の
地
滑

り
が
確
認
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
道
路
の
み

な
ら
ず
一
体
と
し
て
施
工
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

当
該
箇
所
は
、
林
野
庁
の
地
滑
り
指
定
地
域

　
●
若
者
引
き
こ
も
り
就
労
・
生
活
支
援
の
取
り
組
み

事
業
の
予
算
を
増
額
し
た
理
由
は
何
か
。

対
象
者
を
し
っ
か
り
サ
ー
ビ
ス
に
繋
げ
る
た

め
、
専
任
の
支
援
員
を
配
置
し
体
制
の
充
実
を
図
っ

た
結
果
、
利
用
者
が
増
え
た
た
め
予
算
を
増
額
し
た
。

【
議
案
第
104
号　
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
】

　
●
保
育
所
等
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置

全
国
一
斉
に
設
備
工
事
が
始
ま
り
エ
ア
コ
ン

の
奪
い
合
い
に
な
る
。
エ
ア
コ
ン
は
必
ず
手
に
入
る

の
か
。
ま
た
来
年
の
夏
に
間
に
合
う
の
か
。

備
品
は
早
め
の
発
注
に
努
め
る
。
仮
に
来
夏

に
間
に
合
わ
な
け
れ
ば
再
来
年
の
夏
ま
で
に
は
備
え

た
い
。
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
努
力
す
る
。

　
●
学
校
施
設
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置

ど
ん
な
エ
ア
コ
ン
を
選
ぶ
の
か
。
選
択
す
る

機
器
に
よ
っ
て
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
も
変
わ
っ
て
く

る
。

工
期
短
縮
の
た
め
、
設
計
・
施
工
と
も
同
一

企
業
で
行
う
設
計
・
施
工
一
括
発
注
方
式
の
入
札
を

検
討
し
て
い
る
。そ
の
場
合
個
々
の
企
業
の
技
術
力・

ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
案
し
て
も
ら
う
。
電
気
だ
け
で
な
く

ガ
ス
や
太
陽
光
、
自
家
発
電
な
ど
も
候
補
と
し
て
考

え
ら
れ
る
。
そ
の
中
で
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
に
つ
い

て
も
業
者
か
ら
提
案
を
受
け
経
費
の
縮
減
を
図
り
た

い
。

海外販路拡大を目指すメイドインジャパ
ンの農産品

農
産
物
等
販
路
拡
大
支
援
に

つ
い
て
の
海
外
展
開
は

議員が
質
ただ

した
12月定例会

委員会報告

　総務産業委員会と社
会文教委員会では、付
託された各議案につい
て審議し、本会議最終
日に両委員長が審議内
容を報告します。
　二つの常任委員会で
の主な審議の内容を要
約してお知らせします。
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反対

反対

反対

賛成

賛成

賛成

　
後
期
高
齢
者
医
療
費
は
、
公
費
約
５
割
、

現
役
世
代
の
負
担
約
４
割
、
後
期
高
齢
者

の
保
険
料
約
１
割
。
今
後
更
に
現
役
世
代
の

負
担
が
増
え
る
。

　
窓
口
２
割
負
担
が
生
活
を
圧
迫
す
る
こ

と
は
重
々
承
知
だ
が
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る

社
会
保
障
審
議
会
の
検
討
を
注
視
し
て
い

く
べ
き
。　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　

 

降
旗

　
医
師
の
労
働
時
間

規
制
が
、
現
状
と
著

し
く
乖
離
し
た
設
定

と
な
れ
ば
、
病
院
経

営
や
地
域
医
療
の
確

保
が
で
き
な
く
な
っ

て
し
ま
う
。
医
師
な

ど
の
労
働
時
間
の
上

限
規
制
は
、
十
分
慎

重
な
対
応
が
必
要
と

考
え
る
。　
　

 

太
田

　
大
町
総
合
病
院
の
経
営
破
綻

を
招
い
た
最
大
の
責
任
は
、
病

院
開
設
者
で
あ
る
牛
越
市
長
に

あ
る
。「
賃
金
カ
ッ
ト
に
同
意
し

た
病
院
職
員
へ
の
連
帯
の
意
思

を
示
す
４
％
カ
ッ
ト
」
で
は
市

民
は
納
得
し
な
い
。
そ
の
責
任

の
重
さ
か
ら
し
て
、
市
長
の
退

職
金
返
上
程
度
が
相
応
し
い
と

思
う
。
職
員
給
与
の
削
減
は
直

ち
に
撤
回
を
求
め
る
。　

 
大
和

　
政
府
は
、
後
期
高
齢
者
の
医
療
費
の
窓

口
負
担
を
、
来
年
か
ら
１
割
負
担
か
ら
２
割

負
担
に
引
き
上
げ
の
検
討
を
し
て
い
る
。
高

齢
者
は
年
金
生
活
で
苦
し
い
生
活
を
し
て
い

る
。
所
得
が
低
く
て
も
安
心
な
１
割
負
担
の

医
療
制
度
の
継
続
を
す
べ
き
だ
。　
　
平
林

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
９
月
の
後
期
高
齢
者
の
１
人
当
た
り
の

平
均
医
療
費
は
６
７
１
５
０
円
で
、
自
己
負

担
限
度
額
を
超
え
て
い
る
。
医
療
費
を
低
く

抑
え
て
い
る
人
に
対
し
て
の
負
担
は
多
く
な

る
。
負
担
を
軽
減
し
て
病
気
へ
の
予
防
意
識

と
早
期
発
見
に
よ
る
医
療
費
の
削
減
に
努
め

る
べ
き
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

栗
林

　

安
全
安
心
な
「
医

療
・
介
護
」
の
充
実

を
求
め
る
陳
情
で
あ

る
。
医
療
・
介
護
で

の
人
手
不
足
は
深
刻

で
、
過
重
労
働
で
医

療
事
故
や
過
労
死
の

危
険
が
あ
る
実
態
だ
。

根
本
的
社
会
保
障
と

し
て
財
源
保
障
を
国

に
求
め
意
見
書
の
提

出
を
し
て
い
く
べ
き

だ
。　
　
　
　

 

平
林

　
今
議
会
に
提
案
さ
れ
た
の
は
、

「
労
使
交
渉
に
圧
力
の
よ
う
な

も
の
を
与
え
て
は
な
ら
な
い
」

と
い
っ
た
一
般
質
問
の
答
弁
に

も
あ
る
通
り
強
い
思
い
と
覚
悟

が
あ
る
も
の
で
あ
り
、
早
期
健

全
化
に
寄
与
す
る
も
の
と
私
は

判
断
し
賛
成
す
る
。　
　

 

佐
藤

陳
情
第
15
号

後
期
高
齢
者
の
医
療
費
窓
口
負
担
の

見
直
し
に
あ
た
り
原
則
１
割
負
担
の

継
続
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て

陳
情
第
16
号

安
全
・
安
心
の
医
療
・

介
護
の
実
現
と
夜
勤
交
代

制
労
働
の
改
善
を
求
め
る

意
見
書
提
出
に
つ
い
て

議
案
第
102
号

大
町
市
特
別
職
の
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

12月定例会最終日の
討論の内容をお伝えします。
　討論は議案等の採決の前に、なぜ反対なのかなぜ賛成な
のか、議員個人の意見を表明し、意見の異なる議員に賛同
を求めるために行われます。採決の結果は、次ページの審
議結果をご覧ください。

提出案件の審議結果
平成30年12月定例会

討論
沸騰!!

◇賛否が分かれた案件 出された議案・陳情に対しての「賛成は〇」「反対は●」で表示

議
案
番
号
等

案　　件

日本共産党 虹と緑の会 市民クラブ 政友クラブ 公 無 無 無
結　
果

松
島　
吉
子

平
林　
英
市

栗
林　
　
学

大
和　
幸
久

大
厩　
富
義

中
牧　
盛
登

降
旗　
達
也

佐
藤　
浩
樹

岡　
　
秀
子

勝
野　
富
男

二
條　
孝
夫

小
林　
治
男

太
田　
昭
司

堀　
　
堅
一

神
社　
正
幸

髙
橋　
　
正

議案第102号 大町市特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正
する条例制定について ● ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇

議　
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案
可決

陳情第15号 後期高齢者の医療費窓口負担の見直しにあたり原則１割
負担の継続を求める意見書提出について 〇 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● 〇 ● 不

採択

陳情第16号 安全・安心の医療・介護の実現と夜勤交代制労働の改
善を求める意見書提出について 〇 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 不

採択

◇全会一致で可決・承認・同意・採択された案件
議案番号等 議案名等 結果
報告第13号 専決処分の報告について　専第25号　平成30年度大町市一般会計補正予算（第６号） 承認
議案第85号 北アルプス広域連合規約の変更について 原案可決
議案第86号 大町市総合福祉センターの指定管理者の指定について 原案可決
議案第87号 大町市八坂総合福祉センターの指定管理者の指定について 原案可決
議案第88号 大町市美麻総合福祉センターの指定管理者の指定について 原案可決
議案第89号 大町市ふれあいプラザの指定管理者の指定について 原案可決
議案第90号 大町市労働会館の指定管理者の指定について 原案可決
議案第91号 大北高等職業訓練校の指定管理者の指定について 原案可決
議案第92号 大町市学校給食費の徴収に関する条例制定について 原案可決
議案第93号 平成30年度大町市一般会計補正予算（第７号） 原案可決
議案第94号 平成30年度大町市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 原案可決
議案第95号 平成30年度大町市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 原案可決
議案第96号 平成30年度大町市公営簡易水道事業特別会計補正予算（第２号） 原案可決
議案第97号 平成30年度大町市水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決
議案第98号 平成30年度大町市温泉引湯事業会計補正予算（第１号） 原案可決
議案第99号 平成30年度大町市公共下水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決
議案第100号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 同意
議案第101号 大町市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定について 原案可決
議案第103号 大町市議会の議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例制定について 原案可決
議案第104号 平成30年度大町市一般会計補正予算(第８号) 原案可決
議案第105号 平成30年度大町市国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 原案可決
議案第106号 平成30年度大町市公営簡易水道事業特別会計補正予算（第３号） 原案可決
議案第107号 平成30年度大町市水道事業会計補正予算（第２号） 原案可決
議案第108号 平成30年度大町市温泉引湯事業会計補正予算（第２号） 原案可決
議案第109号 平成30年度大町市公共下水道事業会計補正予算（第２号） 原案可決
陳情第17号 全国知事会の「米軍基地負担に関する提言」の実現を求める意見書提出について 採択
議事第5号 全国知事会の「米軍基地負担に関する提言」の実現を求める意見書 原案可決

次
ペ
ー
ジ
は
、
市
民
と
議
会
の
意
見
交
換
会
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次
ペ
ー
ジ
は
、
行
政
視
察
報
告

大
町
地
区

大
町
病
院
に
つ
い
て

大
町
病
院
の
改
革
で
は
、
人
件

費
に
手
を
付
け
な
け
れ
ば
改
革
は
無
い

と
思
う
が
ど
う
か
。

病
院
ス
タ
ッ
フ
が
増
え
た
こ
と

で
、改
革
が
お
ろ
そ
か
に
な
っ
た
。「
荒

療
治
が
必
要
」と
の
意
見
も
あ
る
。
う

け
た
ま
わ
り
市
へ
伝
え
た
い
。

人
事
に
手
を
付
け
る
の
は
大
変

だ
が
、
ト
ッ
プ
に
そ
の
覚
悟
は
あ
る
か
。

全
体
的
に
根
本
的
見
直
し
が
必

要
。
病
院
を
市
か
ら
切
り
離
し
て
、
独

立
行
政
法
人
に
す
る
の
も
一
つ
の
方
法

と
思
う
。
う
け
た
ま
わ
り
市
へ
伝
え
た

い
。

人
件
費
に
手
を
付
け
れ
ば
医
者

や
看
護
師
は
い
な
く
な
る
。
患
者
を
増

や
す
こ
と
が
先
で
は
。

う
け
た
ま
わ
り
市
へ
伝
え
た
い
。

平
地
区

国
際
芸
術
祭
に
つ
い
て

作
品
の
設
置
場
所
が
市
内
で

偏
っ
て
い
る
。
市
内
全
域
に
偏
り
な
く

作
品
を
置
く
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

う
け
た
ま
わ
り
市
へ
伝
え
た
い
。

仁
科
三
湖
整
備
事
業
に
つ
い
て

大
町
市
で
は
自
転
車
の
イ
ベ
ン

ト
も
増
え
て
い
る
。
仁
科
三
湖
周
辺
の

整
備
事
業
の
継
続
を
望
む
。

市
と
し
て
仁
科
三
湖
の
整
備
を

ど
う
し
た
い
の
か
、
素
晴
ら
し
い
観
光

資
源
を
生
か
す
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
が
必

要
。
う
け
た
ま
わ
り
市
へ
伝
え
た
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て

教
員
の
働
き
方
改
革
の
た
め
に

も
、
地
域
の
学
校
を
守
る
た
め
に
も
、

美
麻
や
八
坂
の
よ
う
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ク
ー
ル
の
充
実
を
。

う
け
た
ま
わ
り
市
へ
伝
え
た
い
。

か
え
で
保
育
園
に
つ
い
て

今
後
の
方
針
と
し
て
か
え
で
保

育
園
は
ど
う
な
る
の
か
。

ま
だ
結
論
は
出
て
い
な
い
。

常
盤
地
区

子
ど
も
の
遊
び
場
の
確
保

小
学
校
に
入
る
前
に
ど
れ
だ
け

運
動
を
し
た
か
に
よ
っ
て
子
ど
も
の
運

動
能
力
が
決
ま
る
と
言
う
。
ぜ
ひ
子
ど

も
た
ち
の
遊
び
場
の
確
保
を
。

う
け
た
ま
わ
り
市
に
伝
え
た
い
。

大
町
病
院
の
赤
字
に
つ
い
て

議
会
と
し
て
全
国
の
病
院
の
経

営
改
善
の
事
例
を
視
察
し
建
設
的
な
提

言
を
し
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

こ
れ
ま
で
も
行
っ
て
き
た
が
、

今
後
も
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
く
。

自
治
会
等
の
役
職
に
つ
い
て

小
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

地
域
支
え
合
い
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
活
動

が
重
複
し
て
い
る
。
も
っ
と
役
や
活
動

を
整
理
し
て
ほ
し
い
。

う
け
た
ま
わ
り
市
へ
伝
え
た
い
。

松
く
い
虫
対
策
に
つ
い
て

松
く
い
虫
に
天
然
記
念
物
の
松

が
や
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
松
く
い
対
策

を
先
手
先
手
で
お
願
い
し
た
い
。

う
け
た
ま
わ
り
市
へ
伝
え
た
い
。

社
地
区

自
治
会
加
入
者
の
減
少
に
つ
い
て

自
治
会
加
入
者
の
減
少
が
問
題

だ
。
定
住
促
進
住
宅
は
入
居
す
る
の
に

自
治
会
に
加
入
し
な
い
と
い
け
な
い
と

聞
い
た
。
市
営
住
宅
は
加
入
の
働
き
か

け
の
み
で
あ
る
。
自
治
会
加
入
に
つ
い

て
の
違
い
は
な
に
か
。

市
営
の
場
合
は
入
会
が
条
件
で

は
な
い
が
、
自
治
会
加
入
に
つ
い
て
担

当
課
に
伝
え
た
い
。

免
許
返
納
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

大
町
病
院
に
行
く
人
で
、
免
許

返
納
に
よ
り
車
を
運
転
で
き
な
く
な
っ

た
人
の
足
の
確
保
の
た
め
に
、
市
民
バ

ス
の
無
料
券
と
い
う
対
応
で
は
な
く
、

運
転
経
歴
証
明
書
を
見
せ
れ
ば
、
半
額

と
か
無
料
に
す
る
と
い
う
こ
と
は
で
き

な
い
の
か
。
ま
た
、
市
民
バ
ス
で
病
院

に
行
け
な
い
人
の
足
の
確
保
の
た
め

に
、
タ
ク
シ
ー
の
利
用

に
も
運
転
経
歴
証
明
書

を
持
っ
て
い
る
人
に
は

1
～
2
割
く
ら
い
補
助

し
て
も
ら
い
た
い
。

う
け
た
ま
わ
り

市
に
伝
え
た
い
。

八
坂
地
区

シ
ニ
ア
カ
ー
の
購
入
補
助
に
つ
い
て

昨
年「
シ
ニ
ア
カ
ー
の
購
入
に

補
助
は
？
」と
の
質
問
に
、「
交
通
安
全

面
で
の
課
題
が
あ
る
。」と
の
報
告
だ
っ

た
。
課
題
は
何
か
？

免
許
の
必
要
は
無
い
が
、レ
バ
ー

の
操
作
だ
け
で
動
く
の
で
、
危
険
で
は

な
い
か
。シ

ニ
ア
カ
ー
は
動
け
な
い
人
が

使
う
。
中
山
間
地
で
は
高
齢
者
の
必
需

品
で
あ
り
、
課
題
を
解
決
し
、
補
助
す

べ
き
で
あ
る
。

行
政
に
伝
え
る
。
ま
た
議
会
と

し
て
も
課
題
解
決
に
努
力
し
た
い
。

デ
マ
ン
ド
交
通
つ
い
て

旧
大
岡
村
で
は
デ
マ
ン
ド
交
通

を
導
入
し
、
住
民
に
好
評
の
よ
う
だ
。

議
会
と
し
て
視
察
・
検
討
し
て
い
た
だ

き
た
い
。議

会
の
交
通
網
対
策
特
別
委
員

会
で
も
検
討
し
て
い
く
。

美
麻
地
区

大
町
病
院
に
つ
い
て

大
町
病
院
の
批
判
だ
け
で
な
く
、

い
い
方
法
で
盛
り
立
て
て
進
め
る
こ
と

が
で
き
な
い
か
。

現
場
は
一
生
懸
命
や
っ
て
い
る
。

年
末
に
外
部
監
査
の
報
告
が
あ
る
の
で

議
会
と
し
て
、
し
っ
か
り
チ
ェ
ッ
ク
し

判
断
し
て
い
く
。

鳥
獣
害
対
策
に
つ
い
て

鳥
獣
被
害
が
多
く
て
困
っ
て
い

る
。
電
気
柵
の
話
を
し
て
も
予
算
が
な

い
と
い
う
返
事
だ
が
、
使
い
た
い
時
に

使
え
る
予
算
に
し
て
も
ら
い
た
い
。
猟

友
会
の
人
数
を
増
や
す
た
め
の
補
助
を

し
た
ら
ど
う
か
。

切
れ
目
な
く
対
応
で
き
る
よ
う

要
望
し
て
い
く
。
猟
友
会
の
育
成
に
関

し
て
も
担
当
に
伝
え
る
。

国
際
芸
術
祭
に
つ
い
て

国
際
芸
術
祭
が
あ
っ
た
が
、
億

単
位
の
お
金
を
使
っ
た
メ
リ
ッ
ト
は
。

内
容
的
な
も
の
が
見
え
て
こ
な
い
。
他

に
使
っ
た
方
が
良
い
と
思
う
が
。

反
省
で
、
何
を
や
っ
て
い
る
の

か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
。

市
は
情
報
を
発
信
し
て
多
く
の
人
と
協

力
し
て
や
っ
て
行
か
な
い
と
、
何
の
た

め
に
や
っ
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い
。
実

行
委
員
会
に
伝
え
る
。

常盤地区の様子

社地区の様子

市
民
と
議
会
の

　
　
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た

未来へつなぐ
大町創生

　

11
月
20
日
と
21
日
の
２
日
間
、

６
地
区
に
分
か
れ
て
意
見
交
換
会

を
行
い
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
頂
い
た
ご

意
見
や
質
問
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。
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社
会
文
教
委
員
会

大
学
連
携
の
市
民
講
座
・

病
児
保
育
の
取
り
組
み

北
海
道
美
唄
市（
８
月
７
日
）

　
人
口
減
少
に
直
面
す
る
美
唄
市
。「
人

づ
く
り
」を
目
指
し
大
学
と
の
連
携
で
始

め
た「
美
唄
サ
テ
ラ
イ
ト
・
キ
ャ
ン
パ
ス
」。

働
く
女
性
を
応
援
す
る
病
児
保
育
に
も
取

り
組
む
。

住
民
と
共
に
作
っ
た

「
エ
コ
タ
ウ
ン
構
想
」

北
海
道
沼
田
市（
８
月
８
日
）

　
沼
田
厚
生
病
院
の
２
億
円
の
赤
字
を
補

填
し
て
き
た
沼
田
町
は
市
民
と「
農
村
型

コ
ン
パ
ク
ト
エ
コ
タ
ウ
ン
構
想
」を
策
定
。

病
院
は
カ
フ
ェ
と
一
体
と
な
っ
た
診
療
所

総
務
産
業
委
員
会

第
二
期
釧
路
市
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン

北
海
道
釧
路
市（
10
月
９
日
）

　
「
域
内
循
環
」・「
外
か
ら
稼
ぐ
」と
い
う

こ
と
を
観
光
振
興
の
位
置
づ
け
と
し
、
具

体
的
に「
目
標
年
次（
い
つ
ま
で
に
）」・「
目

標
数
値（
ど
れ
だ
け
）」を
掲
げ
、「
観
光
」

を
リ
ー
デ
ィ
ン
グ（
基
幹
）産
業
と
し
て
積

極
的
に
進
め
て
い
る
。
し
っ
か
り
と
将
来

像
を
行
政
側
が
示
し
、
市
民
全
員
で「
観

光
」を
考
え
、「
観
光
」で
進
ん
で
い
く
と

い
う「
市
の
方
向
性
」を
し
っ
か
り
と
打
ち

出
し
て
い
る
。

と
な
り
多
世
代
が
交
流
す
る
賑
や
か
な
施

設「
暮
ら
し
の
安
心
セ
ン
タ
ー
」が
で
き
た
。

健
康
機
器
メ
ー
カ
ー
と
の
連
携
で

取
り
組
む「
健
康
く
ら
ぶ
」

北
海
道
東
神
楽
町（
８
月
９
日
）

　
「
タ
ニ
タ
」と
連
携
し
市
民
の
健
康
づ
く

り
に
取
り
組
む
東
神
楽
町
。
健
康
づ
く
り

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画

北
海
道
富
良
野
市（
10
月
10
日
）

　
病
院
の
移
転
で
市
街
地
に
２
０
０
０
坪

の
土
地
が
空
き
、
跡
地
利
用
に
い
て
検
討
。

　
数
名
の
有
志
が
、
市
や
商
工
会
議
所
な

ど
と
一
緒
に
官
民
一
体
の
ま
ち
づ
く
り
組

織「
ふ
ら
の
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社
」を
設

立
し
、
富
良
野
の「
食
の
魅
力
」を
発
信
す

る
複
合
施
設「
フ
ラ
ノ
マ
ル
シ
ェ
」を
開
設
。

ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
キ
ー
マ
ン
の
重
要

性
を
再
認
識
し
た
。

議
会
運
営
委
員
会

多
様
な
民
意
を
反
映
す
る

４
つ
の
政
策

岐
阜
県
可
児
市
議
会（
10
月
24
日
）

　
可
児
市
議
会
で
は
、
４
つ
の
政
策
サ
イ

ク
ル（
①
議
会
運
営
サ
イ
ク
ル
②
予
算
決

算
サ
イ
ク
ル
③
政
策
サ
イ
ク
ル
④
若
い
世

代
と
の
交
流
サ
イ
ク
ル
）を
設
定
し
、
多

様
な
民
意
を
市
政
に
反
映
す
る
議
会
活
動

を
展
開
し
て
い
る
。

　
大
町
市
議
会
と
し
て
は
、
可
児
市
議
会
４

つ
の
政
策
を
参
考
に
、
議
会
運
営
委
員
会
で

協
議
し
今
後
の
議
会
改
革
に
つ
な
げ
て
い
く
。

に
励
む
と
ポ
イ
ン
ト
が
た
ま
り
商
品
券
等

と
交
換
で
き
る
。

　
３
つ
の
自
治
体
の
ど
の
取
り
組
み
も
、

高
齢
化
が
進
む
大
町
市
に
と
っ
て
非
常
に

参
考
に
な
る
内
容
で
あ
っ
た
。

地
方
創
生
・
定
住
・

観
光
対
策
特
別
委
員
会

歴
史
的
街
並
み
を
生
か
し
た

観
光
振
興

埼
玉
県
川
越
市（
７
月
30
日
）

　
小
江
戸
川
越
と
呼
ば
れ
る
古
い
街
並
み

が
人
気
を
呼
び
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ

て
い
る
が
、
第
二
次
川
越
市
観
光
振
興
計

画
で
は
さ
ら
な
る
観
光
資
源
を
見
出
す
べ

く
、
多
言
語
対
応
、
夜
の
観
光
ツ
ア
ー
な

ど
を
計
画
し
て
い
る
。
都
心
か
ら
ア
ク
セ

ス
が
良
い
た
め
、
大
半
が
日
帰
り
客
な
の

が
課
題
で
1
時
間
で
も
長
く
滞
在
し
て
も

ら
え
る
よ
う
工
夫
を
重
ね
て
い
る
。

日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の

先
進
的
事
例
を
学
ぶ

埼
玉
県
秩
父
市（
7
月
31
日
）

　
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ「
秩
父
地
域
お
も
て
な

議
会
改
革
日
本
一
の

市
議
会
を
た
ず
ね
て

三
重
県
四
日
市
市
議
会（
10
月
25
日
）

　
四
日
市
市
議
会
で
は
、
全
議
員
が
一
堂

に
会
し
て
意
見
交
換
を
行
い
、
政
策
立
案

機
能
の
向
上
を
目
指
す
組
織
と
し
て
、「
議

員
政
策
研
究
会
」を
設
置
し
て
い
る
こ
と

や
、
理
事
者
か
ら
議
員
の
考
え
方
を
問
い

返
し
た
り
、
対
案
の
提
示
を
求
め
る「
反

問
権
」、
議
長
が
定
例
記
者
会
見
を
行
う

な
ど
多
く
の
事
を
学
び
、
当
市
議
会
も
さ

ら
な
る
議
会
改
革
の
必
要
性
を
強
く
感
じ

た
視
察
で
あ
っ
た
。

し
観
光
公
社
」は
秩
父
市
を
含
む
１
市

４
町
で
構
成
さ
れ
、
観
光
に
携
わ
る
団

体
や
組
織
の
橋
渡
し
役
を
担
っ
て
い
る
。

広
域
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
や
秩
父
地
域
の

パ
ン
フ
、
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
の
作
成
に

加
え
、
旅
行
会
社
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
事
業
で
は
仲
介
に
よ
る

収
益
事
業
に
も
取
り
組
み
始
め
て
お
り
、

地
域
で
稼
ぐ
仕
組
み
作
り
に
つ
い
て
大

い
に
参
考
に
な
っ
た
。

あ
と
が
き

　
「
平
成
」と
い
う
元
号
が
記
さ
れ

る
最
後
の
議
会
だ
よ
り
。「
平
成
」の

由
来
は「
内
平
外
成
」「
地
平
天
成
」

で「
国
の
内
外
、
天
地
と
も
平
和
が

達
成
さ
れ
る
」と
の
こ
と
。
バ
ブ
ル

経
済
の
崩
壊
、
東
日
本
大
震
災
、
国

外
で
今
な
お
続
く
内
戦
・
・
・
。

　
次
の
新
し
い
時
代
が
、
真
に「
平
」

に「
成
」る
よ
う
祈
り
ま
す
。（

降
旗
）

おしゃれで開放的なフラノマルシェ

DMO(Destination Management Organization)とは
出典｜観光庁ホームページ

「暮らしの安心センター」内にある開放的
なカフェスペース。
奥は包括支援センター分室。

次回 ３月定例会 は
　２月19日 開会予定です

本会議の
生中継

Pick
up

　大町市が抱える
様々な課題を解決
するためのヒント
やアイデアを求め
て、各委員会は先
進的な取り組みを
行っている市町村
を視察し研修して
きました。

行政視察報告

次
ペ
ー
ジ
は
、
み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

傍
聴
し
ま
せ
ん
か

皆
様
の
お
越
し
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

インターネットと市ケーブ
ルテレビで放送しています。
録画・再放送もご覧いた
だけます。

大町市議会 議会中継

可児市議会の４つの政策サイクル
①議会運営 １期４年を１サイクルとし、次期議会へ

の引継事項を申し送る

②予算決定 予算認定の際に課題を洗い出し、次年
度予算に反映させる

③政策 議会報告会などで出た市民の意見や、
議員の一般質問から抽出した課題を、
定例会ごと各常任委員会の所管事務調
査に追加し委員会機能の充実を図る。

④若い世代
　との交流

高校生やママさん議会、地域課題懇談会
等で集約した若い世代の意見を反映する



みんなのひろば

20市議会だより おおまち 172号 （2019年２月）

市
議

会
だ

よ
り

 お
お

ま
ち

2019.1
  N

o. 1
7

2
〒

398 -8601　
大

町
市

大
町

3887番
地

Tel.0261 -22 -1139   Fax.0261 -22 -1223
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
　

http://w
w

w
.city.om

achi.nagano.jp/
発

行
：

大
町

市
議

会
編

集
：

議
会

だ
よ

り
編

集
委

員
会

議員が市民のみなさまの声を取材して
つくるみんなのひろばです。
今回は12月議会一般質問を傍聴してく
れた大町西小6年生のみなさんに、感想
や意見をきいてみました。

勝野議長からごあいさつ。議会
の雰囲気を感じてもらえたかな。

議会で質問してほしいこと、
市にお願いしたいことはありますか？

印象に残ったのは？

そのほか感想を聞かせてください

●大町がよりよくなるように考えて
いてくださるのだと思いとても印
象に残りました。

●時間が限られている中、議員さん
が答えてもらいたいことをしっか
りと話していたこと。

●中学校の部活のこと、災害のこと
を真剣に質問し応答していたこと。

●相手に分かりやすく説明していて、
すごく良いと思いました。

●質問する人の時間が決まっていてびっ
くりした。

●市民のための話を深くしているんだな
と分かりました。こんなことをしてい
る人はとても格好良いなと思いました。

●私たちが傍聴にきていたので、難しい
言葉を簡単にして説明していたことが
すごく良かったです。

●児童総会のいいお手本になりました。

●質問に対して明確に答えていてすごい
と思いました。

●議会を初めて生で見ました。どんなこ
とを話しているのかよくわかりました。

●とても迫力がありすごかったです。

●高齢者が増えてきているので、休めるところを作っ
てほしい。

●少子化が進む今、大町市では改善策はあるのですか？

●市役所にイルミネーションを飾ったらどうですか？

●夏は暑いので、できるだけでいいからエアコンを設
置してほしい。

●人口が増えるためのことを考えてほしい。

●大町がもっとにぎやかになってほしいです。

●空き家や空き地を買い取って公園などを作ってほし
いです。

●商店街の活気を戻してほしいです。

●子供が安心して安全に遊べる場所を作ってほしい。

●高速道路をつくってほしいです。

ようこそ大町市議会へ

Vol.4 大町西小６年生に聴く

傍聴の感想とお礼

のメッセージを届け

てくれました。
熱心に聴いてくれて

どうもありがとう！


